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04 情報幾何と微分幾何の理論で
統計的ふるまいを捉え直し、
新しいシステム表現を目指す。
知能システム数理研究室／魚橋 慶子 教授

10 複雑な波の動きと
地形変化について研究し、
海岸管理や防災・減災対策に貢献を。
水工学研究室／三戸部 佑太 准教授

06 ワイヤレス給電技術を進化させ、
産業・医療分野を中心に
人々の生活に広く貢献したい。
生体電磁工学研究室／佐藤 文博 教授 

08 生体情報を捉えながら
感覚のしくみを解明、
人に寄り添う技術を生み出す。
生体機能情報工学研究室／加藤 和夫 教授
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知が集積し、世界へ広がる地。
都市型キャンパスを起点に
研究者として羽ばたこう。
東北学院大学 大学院 工学研究科が拠点を置くキャンパスは、仙台都心部・
五橋に位置しています。充実した研究設備に加え、交通の利便性をはじめとする
都市機能を活かしながら、ONE CAMPUS ※ によるシナジー効果により、多様性
に富んだ新たな英知を世界に発信する研究拠点へと進化を続けています。

※ONE CAMPUS…文系キャンパスとの融合、市民との交流促進などを意図して設計した都市型キャンパス
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情報熱力学を中心に、システム制
御理論と情報幾何学の研究を行
う知能システム数理研究室。情報
熱力学とは、情報の広がりを熱移
動の統計的な性質と対応させる
学問であり、その応用範囲は地球
から宇宙システムにまで広がる。
この研究室では、システム制御理
論と情報幾何学・微分幾何学を活
用し、システムの数理モデル化を
推進。特に、一般的な微分だけで
なく「q微分」や「非整数階微分」と
いった変形微分を用いることで、

AIや機械学習の基盤となる数学
モデルの構築を目指している。
大学院生たちは、自動車のサスペ
ンション制御や非整数階微分を用
いた状態空間表現、経済現象のモ
デル化などをテーマに日々、研究
に勤しむ。
特色は、個々の大学院生が独自
テーマを持ち、手分けして数値実
験に取り組むスタイルであること。
また実践的なソフトウェアを活用
し、自動車関連企業でも応用可能
な技術力を育成。研究室全体で

１つのテーマを追うのではなく、そ
れぞれの興味や課題に基づき、
多角的なアプローチを大切にして
いる。
情報幾何学を応用する研究の一
環として、ヒトの血流特性に関す
る考察も行う。現段階では直接、
情報幾何学に関連付いてはいな
いが、ヒトの特定の血管床の軟化
により低周波の血流が増幅され、
不定愁訴の原因となるという理論
がインドの医学系学会誌に掲載さ
れた。従来、心拍の周波数の血流

を等価電気回路モデルで表すこ
とはされてきた。しかし、それよりも
低い周波数（長い周期）で変化す
る血流に着目すること自体が、新
たな視点から血流の動態を説明
する理論として注目されている。
同研究室では、詳細な回路モデ
ルの作成や、システム制御に詳し
くない一般の医師・患者にわかり
やすく説明する方法を考えること
も課題としている。
魚橋教授は、「目先の利益を追う
のではなく、理論が社会の大きな

利益に繋がるような研究を続けた
い」と語る。自然法則や数式に従う
姿勢を大切にしつつも、理屈を社
会に役立てる意識を持つことが重
要であるという。
将来的には、非整数階微分を情
報幾何学の枠組みで再解釈し、軟
らかい物体の動きのモデル化と
制御へ応用することを目指してい
る。デジタルツイン技術を活かし、
動物の軟らかい組織などのモデ
ルの再構築にも意欲的だ。
この研究室では、計算が好きで物

事の本質を追求する姿勢を持つ
人材を歓迎している。
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主な研究 　q指数型分布族の葉層構造と情報幾何、非整数階微分によるシステム表現

知能システム数理研究室

情報幾何と微分幾何の
理論で統計的ふるまいを
捉え直し、新しい
システム表現を目指す。
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佐藤 文博 教授　学位：博士（工学）
主な研究 　高速道路走行中EV（電気自動車）へのワイヤレス給電、
　　　　　 リアルタイム小動物用バイタルサイン取得システムなど

ワイヤレス給電技術を
進化させ、産業・医療分野を

中心に人々の生活に
広く貢献したい。

生体電磁工学研究室
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能動的制御システム」の研究を
進めている。
こうした産業・医療分野それぞれ
で、企業とのプロジェクトや製品開
発を実施している。多数の特許を
取得し、産業分野では市販商品化
も実現してきた。
佐藤教授の指導方針は、自主自
立を基本とする。研究室に在籍す
る学生は、国際学会などへ自主的
に参加して発表を行い、査読論文
を執筆している。
多数の実験用EVや小型電動モビ

リティ、電磁シールドルームなど、
豊富な設備・機器を活用し、それ
ぞれの研究テーマに思う存分取り
組める。
本研究室は、ワイヤレス給電にお
いて世界でも最先端の研究開発
を行っていると自負しているが、研
究室内の雰囲気は尖ったもので
はない。
「アットホームな自治と社会貢献が
できる人」を求める佐藤教授の思
いを反映し、シェアハウスのリビン
グのような空間で和やかな人間関

係が築かれている。
個々の力では達成できないこと
も、チームとして乗り越えていく研
究環境があり、新たな仲間を歓迎
している。

本研究室は、電磁気の技術領域
であるワイヤレス給電を中心に、
独創的な技術を研究開発し、人々
の生活に広く貢献することを目指
している。
ワイヤレス給電の応用範囲は多
岐にわたるが、主に取り組んでい
る研究は、産業と医療の２分野に
大別される。
産業分野においては「高速道路
走行中EV（電気自動車）へのワイ
ヤレス給電」に力を入れている。
これは、高速道路の一定距離ごと

にワイヤレス送電を行う電化道路
を設置し、そこを通るEVが受電す
ることで、走行中の給電を実現さ
せる技術だ。
また、EV以外のモビリティへの応
用も、並行して研究を進めている。
「小型電動モビリティへのワイヤ
レス給電とシェアリング・震災緊急
時への適用」という研究テーマで
は、電動アシスト自転車や電動
キックボードなどを対象に、ワイヤ
レス給電システムの実用化・普及
化を目指す。

日常的なシェアリングサービスへ
の適用や災害時の移動手段用な
ど「いつでもどんな時でも」使用可
能な給電システムを目標に掲げ、
震災復興に関わるプロジェクトも
実施している。
また、医療分野においては、これ
までに体内埋め込み型医療機器
などの開発に取り組み、多くの実
績を重ねてきた。
現在は主に「リアルタイム小動物
用バイタルサイン取得システム」お
よび「細胞培養用機能的シャーレ
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生たちが醸し出す雰囲気は明るく
楽しく、整理整頓が行き届き清潔で
あることもこの研究室の特徴だ。
加藤教授は「大学院生には、自ら
考え、解決する力を身に付けてほ
しいと考えている。研究が進まない
ときでも、ふっとアイデアが浮かぶ
瞬間があり、そこが研究の面白
さ」と話す。粘り強く、コツコツと
小さなことを積み重ねる姿勢も
大切にしている。　　　　　　
研究成果が、今後の人間の実生活
における福祉や生活の質の向上

に繋がることを目指すこの研究室
の理念は、人間に寄り添う技術を
生み出すこと。そんな生体機能
情報工学研究室では、電子工学
を基盤とした研究を通じて、人間
生活を豊かにする技術を生み出
すことに取り組んでいる。その目
的に賛同し、新たな研究分野にも
挑戦する意欲的な若手研究者を
歓迎している。人々の幸福を支え
る研究に共感し、自ら学び続ける
意欲を持つ学生の参加を望んで
いる。

工学的に生体情報を計測・解析
することで、人間の機能を解明し、
医工学への応用を目指す研究を
行っている。特に生体信号の計測
やノイズ除去による特徴抽出と
いった最先端の電子工学的なアプ
ローチを駆使し、人間の健康や生
活の質向上に貢献できる技術の
開発を進めている。
研究テーマでは、生体の電気現象
を脳波や筋電図で測定したり、人
間の視覚特性を評価するために
視線の測定を行っている。例えば、

空間周波数が潜在的な感覚に与
える影響を調査し、それに関連する
大脳神経活動や視線応答を評価
する取り組みを行っている。また、
エラー関連電位に基づくブレイン・
マシン・インターフェースの精度向
上を目指す試みも行われている。
また、最近ではニューラルネット
ワークによる深層学習の手法を
使った脳波信号処理の研究も
行っている。
中でも注目されるのが、これまで
企業と共同で進めていた「環境空

間が人間の大脳神経活動に与える
影響評価に関する研究」である。
この研究では、住みやすさや快
適感、作業効率が向上するような
人に優しい建築空間やデザイン、
居住空間の設計に寄与する成果
が期待されている。企業と連携
することで、実社会に還元できる
研究を進められる点が、この研究
室の魅力の一つだ。
また人間を対象とした研究を行う
ため、研究者同士のコミュニケー
ションを大切にしている。大学院
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加藤 和夫 教授　学位：博士（工学） 
主な研究 　生体情報計測に基づく生体機能の解明および医工学への応用に関する研究、
空間周波数が潜在的な感覚に与える影響と関連する大脳神経活動の評価など

生体情報を捉えながら
感覚のしくみを解明、
人に寄り添う
技術を生み出す。

生体機能情報工学研究室
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三戸部 佑太 准教授　学位：博士（工学）  
主な研究 　実験水路における波の画像計測、

ドローンによる空撮画像を用いた波浪モニタリング手法の開発など

複雑な波の動きと
地形変化について研究し、

海岸管理や
防災・減災対策に貢献を。

水工学研究室
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水工学研究室では、波浪や津波の
挙動および、それによる地形変化
などを対象として、複雑な自然現
象を詳細に捉えるための計測手法
を開発している。
水の流れは非常に大きな力を持っ
ており、波浪や津波は時に大きな
災害を引き起こす。一方で、波は沿
岸部で砕けることで複雑に変形す
るため、その詳細な動きを捉えるこ
とは難しい課題だ。
研究には施設内の実験水路を活
用している。波浪を再現する造波水

路や津波氾濫流を再現できる段波
発生装置を用いて沿岸部～陸上
での複雑な波の動きを再現し、画
像計測技術によってそれを捉える。
複雑で3次元的な水の流れや波の
変形を捉えるため、試行錯誤しな
がらさまざまな画像解析手法を検
討する。床面の一部がガラスで作
られた水路や調光設備など、画像
計測に適した環境により、多角的
なアプローチが可能となっている。
現在は、ディープラーニングの技術
を取り入れ、砕波検出や波の高さ

測定などを行う手法の開発に注力
している。
並行して、海岸で波の動きを捉える
ための実地研究にも取り組んでい
る。実際に現地で起きている現象を
知ることは必須であり、そのための
計測手法の開発も、研究室の重要
な使命だ。
2台のドローンによる同時撮影動画
からの3次元形状推定や、波の影
響で変形する海浜地形のモニタリ
ングなど、空撮画像から波浪情報
や周辺の地形情報を解析し、実験

水路で得られた技術やデータを活
用しながら、現地での波浪観測技
術の開発を目指している。　　　
また、こうして培った画像計測技
術に加え、数値シミュレーション技
術も取り入れて、他研究室や他大
学との共同研究にも積極的に取り
組む。
本学・バーチャルリアリティ研究室
との共同研究では、津波災害を
テーマにした防災教育ゲームの開
発を行った。
これは、プレイヤーが被災者側で

はなく、町を守る側の視点から対策
するというシミュレーションゲーム
で、科学イベントなどを通して多く
の人々が防災・減災を学べることを
目指し、高い評価を得た。現在は、
津波以外の災害をテーマにした
ゲーム開発にも取り組んでいる。
三戸部准教授が研究を始めたきっ
かけは、水の流れや水面の動きを
見て「きれいだな、面白いな」と感じ
たことだという。研究の原動力は、
知的好奇心。難しい課題に頭をひ
ねったり、上手くいったときに可視

化される現象を眺めたり、そういう
一つ一つのステップを楽しめる人
を、研究室では求めている。
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生体工学研究室が取り組むのは、
血液循環に関するバイオメカニク
ス、新規材料の開発、細胞運動解
析手法の構築という3つのテーマ。
加藤教授が特に注力しているのは、
循環器系疾患や胎盤の血液循環
メカニズム、マボヤ被嚢（マボヤとい
う生物の外皮）組織の力学的特性
評価、そして細胞運動解析である。
「自覚症状に乏しい血液循環系の
疾患にとって、進行の把握は重要
になります。だからこそ、そのメカ
ニズムを明確にして、診断支援に
役立てたいと強く考えています」。
胎盤では、villous treeの収縮が
もたらす力学的環境の変化と血流
との関連性を解析し、検証結果を
確認した。同様に胎盤や臍帯にお
ける力学的環境に関する有限要素
モデル構築と解析を行ったが、これ
らの結果は、血流に直接的に影響
する力学的環境についての数値

解析モデルの構築と実施結果に
相当する。
また、マボヤ被嚢の能動変形特性
を解明し、新素材としての応用を模
索。今後は、この被嚢組織が力学
的刺激や神経伝達物質に反応し
て変形する特性を活かし、実際に
人工的につくることを想定した数
値解析モデルの構築と、適用につ
いて取り組む予定だ。
細胞運動解析では、明視野におけ
る細胞運動の観察結果を定量的
に評価する手法を確立した。これ
により、細胞の形などから受ける力
の特性を視覚的に示す研究が進
行中である。これらの研究は、医療
分野や材料工学の未来を切り拓く
可能性を秘めている。

「研究に取り組んで、その結果を
論文で発表することだけで幸せを
感じます。その過程には困難も多く

ありますが、それを上回る楽しさが
あります」。
この研究の楽しさを、学生にも味
わってほしい。
「八方ふさがりに見える状況下でも
冷静に、根気よく、柔軟に、解答を
模索できることが成功のカギとなり
ます。ピンチはチャンス、チャンスは
ピンチ。健闘を祈ります」。
今後は、循環器系疾患や胎児発育
に関する診断支援技術の実用化
を見据えつつ、マボヤ被嚢を活用
した新素材の実現を見据える。また
細胞運動解析技術を進化させ、力
学特性を可視化することで、研究
成果を社会に還元する計画だ。
その歩みは、医学と工学の未来を
切り拓く一歩となるだろう。

診断支援を実現する
工学的基盤の形成を目指す

研究を成功に導くカギは
楽しさと柔軟な発想
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2地球環境問題やエネルギー資源

の枯渇が深刻化する中、再生可能
エネルギーの利用が求められてい
る。特にエネルギー自給率が低い
日本においては、自国産の再生可
能エネルギーを安定して利用でき
る技術が必要不可欠である。この
研究室では、再生可能エネルギー
発電を安定かつ高効率に活用す
るための技術開発に取り組んでい
る。テーマは「再生可能エネルギー
発電を安定に利用できるマイクロ
グリッドシステム」、「再エネ発電・
EV充放電設備が導入された配電
系統における電力品質の向上技
術」、「洋上風力発電システム」な
ど、多岐にわたる。
「当研究室では、パワーエレクトロ
ニクス技術を活用して、自然条件
に左右される発電量を安定化させ
る技術や電力品質の改善を課題
としています」。

研究方法は電力システム分野、パ
ワーエレクロニクス分野または制
御・最適解析技術関連の知識を
学んだ上で、シミュレーション検討・
開発した実験装置を用いた実験
研究・プログラム解析などの手法
を用いる。この装置は、国内大学で
は数少ないマイクログリッド実験
装置で、学生が実践的に技術を学
ぶ環境を整えてきた。その成果とし
て、170以上の論文を発表、180名
以上の卒業生が電力関連分野で
活躍していることは、呉教授にとっ
て大きな誇りである。

工学研究に取り組むきっかけは、
幼少期に遡る。目には見えないの
に、スイッチを入れるだけで使える
ようになる電気が神秘的だと感じ、
興味を持った。大学で電力システ
ムを学び、博士課程では電力系統
の安定化技術を研究。その後、環

境問題が注目される中、再生可能
エネルギーの重要性を感じて現在
のテーマに至った。20数年前から、
これらの研究テーマに関連する研
究教育活動を続けてきた呉教授
は、今後の抱負をこう語る。
「大学教員として学生教育、人材養
成を重視しながら、研究者としても
さらなる研究成果を挙げ、最終的
に社会へ実応用まで展開し、実際
に役に立てる技術へと発展させる
ことを目指していきます」。
『一念、天に通ず』という言葉を胸
に、どんな困難もプラス思考で諦め
ずに挑戦し続けてきたことから、学
生たちにも「失敗を恐れず、挑戦し
続ける研究者であってほしい」と
エールを送る。

持続可能社会を支える
新しい電力技術

困難をプラス思考で乗り切る
挑戦し続ける研究者に

血
液
循
環
解
析
と
力
学
特
性
評
価
で
、診
断
支
援
と
新
素
材
開
発
に
貢
献
。

再
エ
ネ
発
電
の
有
効
活
用
と
新
技
術
に
よ
り
、新
型
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
の
安
定
化
を
追
究
。

＃01

＃02

【PROFILE】2001年東北大学大学院工学研究科機械電子工学専攻博士後期課程修了。（独）理化学研究所、東北学院大学工学部講師、東北学院大学工学部
准教授（2013年9月～2014年8月ケンブリッジ大学工学部在外研究員）を経て2019年より東北学院大学工学部機械知能工学科教授。

【PROFILE】1998年東京大学大学院工学研究科電気工学専攻博士課程修了。東京大学工学部電気工学科日本学術振興会（JSPS）リサーチ・アソシエイト及び
日本学術振興会（JSPS）協力研究員、東北大学大学院工学研究科電気・通信工学専攻寄付講座教員、東北学院大学工学部電気情報工学科講師・准教授を経て、
2011年より同学部電気情報工学科・電気電子工学科教授。

生体工学研究室   加藤 陽子 教授　学位：博士（工学）   

RESEARCH THEME 　血液循環に関するバイオメカニクス全般・
マボヤ被嚢組織の能動変形（力学的刺激等に対する反応）および材料特性評価とそれらに基づく新規材料の提案 など

先端電力工学研究室   呉 国紅 教授　学位：博士（工学）   

RESEARCH THEME 　再生可能エネルギー発電の導入に関わる新電力システム技術に関する研究
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持続可能なエネルギー社会の実現
を目指し、次世代二次電池および
触媒材料の作製と性能評価を行っ
ているのが、「機能材料研究室」だ。
再生可能エネルギーを電気の形で
貯める次世代二次電池の電極材
料と、水素やメタンを効率的にエネ
ルギー資源として変換・回収できる
触媒材料の開発に挑む。
「これらの研究を通じて、日本のよ
うに資源が乏しい国においてもAI
社会や脱炭素社会に必要なエネ
ルギー資源を確保できると期待し
ています」。
現在、NaやKを含むイオン二次電池
の電極を、チタンナノワイヤーと廃棄
物や日本初の材料であるセルロース
ナノファイバーを用いて作製しようとし
ている。これはリチウムイオン電池と
比較して、低コストかつ安全性が高い
点が特徴である。研究を進める中で、
ナノワイヤーの形成過程に複数の

パターンがあることが明らかになり、
さらなる発見の可能性が広がっている。
「どんなに革新的な研究であって
も、根本原理には普遍の知識が存
在していることが多いと感じていま
す。ですから基礎を大事にして、自
然に対しても謙虚でありたいと思っ
ています」。

この研究に取り組むきっかけは、他
者からの助言だった。アプリケー
ションの部分をテーマにしていた
研究者から、「形成過程の原理を
探求してはどうか」という提案を受
けたことが一つ。さらに、電極の形
状にするための手法について悩ん
でいた際にも、知人からのアドバイ
スが大きなヒントになった。自らの
学び続ける意欲に、他者からの刺
激が掛け合わされて、新たな研究
テーマとの出会いに繋がった。
「未知の事柄が解明された瞬間は

感動的ですが、その時点で次の疑
問が生まれます。その繰り返しが
研究の醍醐味です」。
また、重視しているのは「安全管
理」で、特に学生と共に行う実験で
は、危険物を使用しないよう細心
の注意を払う。
「大学院進学を考える学生に伝え
たいのは、技術革新が進む現代で
は、専門性と広範な知識を備える
ことが重要であるということです。
将来に向けた長期的なキャリア形
成には、博士前期課程での学びは
必須と感じます。自分への投資とし
て、大学院で学ぶことを検討してく
ださい」。
桑野准教授は、さらに学びを深め
たい学生の背中を押す。

持続可能社会を見据えて
新しい材料を研究

他者の提案に刺激を受けて
広がる研究のフィールド
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利便性・快適性」は多種多様で、場
所ごとに条件が異なる。人間の行動
や感じ方を調査し、建築・都市計画
の指針策定に寄与することが、恒松
教授の研究目的だ。快適性におい
ては、主に良好な都市景観について
研究を進めている。
「高度成長からの急激な都市化によ
り、失われつつある景観の地域性を
次世代に継承するため、景観法とい
う法律があります。この法律は国内で
はめずらしく地域ごとにその方針を
決めることができます。しかし、地域ご
との基準を定めるのは非常に難しい
ことです。本研究では、街並みや屋外
広告物などの視点から調査を行い、
地域の特色を提案しています」。
これまでに複数の自治体へ、景観計
画策定の基礎資料として研究成果
を提供した。
「ある地域で得た成果が、他の地域

にも適用できるわけではありません。
地域が主体で活動することの重要
性が改めて確認できました」。
また、安全性については、建物から
の避難をテーマに取り組んでいる。
「図書館の閉架書庫内にいる人が、
避難時にどのような行動をするか、
現地で実験しています。地震で停電
した場合、明るい方や広い通路に向
かうといった、状況による行動特性
などを調査しています」。

建築・都市空間は、工業製品のように
試作することができない。つくってか
ら不備があったとしても、数年から数
十年は存在し続けてしまうものだ。
「だからこそつくる前のシミュレー
ションが重要であり、その成果が
確かな指針となることを目指して
います」。
都市の未来に関わる研究をする上
で、常に心がけているのは「絶対」や

「普通」といった考え方をしないこと
だという。
「思い込みは、新たな発見を放棄す
る行為です。たとえば景観では、同じ
自治体内でも中心部か住宅地かで
考え方が全く異なります。人間の行
動では、想定外の結果に驚くことも
多々あります。全く異なる条件で共
通する要素が見つかった時などは、
研究の面白さを改めて実感します」。
大学院進学を目指す若者にアドバ
イスしたいのは、修了後の目標を持
つこと。明確でなくても、将来の指針
づくりをすること。
「大学院＝研究者ではなく、自分が
進む分野の専門性を高める時間と
考えれば、きっと有意義な時間が過
ごせるでしょう」。

建築・都市計画の
指針策定に寄与

「絶対」や「普通」が
ないことが魅力
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【PROFILE】2005年東北大学大学院理学研究科物理学専攻博士後期課程修了。東北大学金属材料研究所研究機関研究員、東北学院大学ハイテクリサーチ
センター研究員、東北学院大学工学部電子工学科講師などを経て2017年より東北学院大学工学部電気電子工学科准教授。

【PROFILE】2001年東京電機大学大学院工学研究科建築学専攻博士後期課程修了。（独）国立高等専門学校機構秋田工業高等専門学校環境都市工学科
（現在：創造システム工学科）助手・助教授、東北学院大学工学部環境建設工学科准教授などを経て、2023年度より同学科教授。

機能材料研究室   桑野 聡子 准教授　学位：博士（理学）   

RESEARCH THEME 　次世代二次電池および触媒材料の作製と性能評価

建築計画研究室   恒松 良純 教授　学位：博士（工学）    

RESEARCH THEME　 都市景観に関する研究、図書館閉架書庫における避難行動に関する研究
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近年、IoT化が進展し、利便性が向上
する一方、セキュリティリスクも深刻化
しています。特に、不正操作による被
害が社会問題となり、その防止策とし
て暗号技術の重要性が増しています。
私が研究のテーマに選んだのは、
「ブロック暗号CHAMに対するラウン
ド加算差分故障解析」です。暗号解読
手法の一つである「ラウンド加算差分
故障解析」を用いて、暗号技術の安
全性を高めるものです。具体的には、
リソースが限られたIoT機器やマイコン
向けの暗号であるCHAMに解析を適
用し、解読可能性を検証。さらに解読
を防ぐための対策を検討しています。
CHAMのアルゴリズムをプログラムと

して実装し、シミュレーション実験を通
じてその有効性を評価しています。この
テーマとの出会いは、ランサムウェア
攻撃に関する報道を目にしたこと
です。暗号技術が悪用されて個人
情報が人質に取られる事件を知り、
「暗号の仕組みとその脆弱性を理解
することが、被害の防止につながるの
では」と考えたことがきっかけでした。
これまでの成果として、軽量暗号
CHAMにラウンド加算差分故障解析
を適用し、暗号鍵の導出に成功してい
ます。これは軽量暗号の脆弱性を示
す成果であり、今後はこれを踏まえた
防御手法の検討を進める予定です。
時折、他の研究者が自分には思い

つかない方法で暗号解読に取り組ん
でいる事実に触れることがあります。
そんな時、改めてこのテーマの奥深
さだけでなく、面白さも感じます。
卒業後は、これまでお世話になった
方々への感謝を胸に、研究活動を通
じて培った知識や、課題に粘り強く取
り組む姿勢を社会で活かしたいと思
います。

セキュリティの未来を切り拓く
暗号解析への挑戦。

【PROFILE】2020年宮城県石巻好文館高等学校卒業。2024年東北学院大学工学部機械知能工学科卒業。卒業論文タイトル「位相制御型アクチュエータの保持部
に関する検討」。

【PROFILE】 2019年宮城県東北学院高等学校卒業。2024年東北学院大学工学部情報基盤工学科卒業。卒業論文タイトル「FEAL-4に対する線形解読法」。

異なる振動波を駆動に利用して
未来のインフラを支える技術に。

＃02
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博士前期課程2年  アクチュエータ工学研究室（矢口研究室） 

氏家 渚沙
RESEARCH THEME　 基本波と第２高調波により駆動された

アクチュエータの動作原理

博士前期課程2年  応用数理研究室（神永研究室） 

佐藤 健人
RESEARCH THEME　 ブロック暗号CHAMに対する

ラウンド加算差分故障解析についての研究

基本波と第2高調波を用いた位相制
御型のアクチュエータの動作原理を研
究しています。目指すのは、磁性体（鉄
製構造物）の表面検査を効率的かつ
安定的に行うために、異なる振動波を
駆動に利用する新しい原理を確立す
ることです。この技術が完成すれば、橋
梁などのインフラ点検に応用すること
ができ、社会に大きく貢献できると考え
ています。具体的には、磁性体表面を
走行できる2種類の位相制御型アク
チュエータを試作し、基本波と第2高調
波の組み合わせによる駆動特性を検
証。実機試験を通じて、アクチュエータ
の動作原理の明確化を試みています。
現在は試作とデータの測定中で、基

本波と第2高調波を組み合わせた駆
動によって従来とは異なる挙動が観
察されており、新たな知見が得られつ
つあります。さらに駆動効率を高める
ための検証を続けています。
今後は動作効率の改善を図る上で、
アクチュエータの形状や駆動条件の
見直しも視野に入れながら、比較検
討を進め、アクチュエータの作製精度
の向上を進めていきたいです。将来
的には、磁性体表面の非破壊検査
や、狭小空間での点検作業に使える
小型ロボットの動力源として応用でき
るよう、安全性・効率性の高い動作原
理の確立を目標としていきます。
私がこの研究を始めたのは、学部時

代にアクチュエータの保持部につい
て研究した際、その奥深さに感銘を受
けたのがきっかけで、大学院でも研究
を続けることを決めました。
卒業後は電子部品メーカーで開発設
計職に就き、大学院で培った課題解
決力を活かして製品開発や品質改善
を担い、より便利で安全な社会創造
に貢献したいです。
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逆断層に起因する地盤変動が、特殊
橋梁に与える損傷を数値解析で検討
する研究を行っています。逆断層型地
震発生時に生じる地盤変動によって、
アーチ橋やトラス橋といった特殊橋
梁に甚大な損傷を生じさせることが
熊本地震や能登地震で明らかになっ
てきており、対策が求められていま
す。そこで、地盤変動が特殊橋梁にど
のような影響を与えるのか、そのメカ
ニズムを数値解析で解明し、データを
蓄積しています。
これまで、ワーレントラス橋を対象に
行ったシミュレーションで、橋梁にどの
ような損傷が生じ得るのかおよび損
傷に至るメカニズムに関する定量的

データを得ることができました。そこ
で、今後はニールセン型のアーチ橋
のモデルを作成・解析をする計画を
立てています。「モデルを作成する」こ
とが当研究の肝であり、難しいところ
です。修正の連続ですが、このモデル
作成の完成度によって解析結果は左
右されるため、手を抜かずに作業を
進めています。
この研究の醍醐味は、実際の橋梁規
模で解析できる点にあると感じていま
す。小さなパソコン画面で、現実の橋
梁の損傷を予測できるのはとても刺
激的です。現在は興味の尽きない分
野ですが、もともと土木業界を志す
きっかけになったのは、大学1年の授

業で紹介された「気仙沼湾横断橋」と
「気仙沼大島大橋」の存在です。実際
に見に行き、壮大なスケール感に圧
倒され、橋梁設計の仕事に憧れを抱
きました。
夢は1kmを超える長大橋の女性初主
任設計士になることです。不安はあり
ますが、この道を進むと決心した自分
を信じ、これからも研究に励みます。

逆断層型地震の被害データをもとに
橋梁の耐震防災に活かします。

【PROFILE】2021年福島県立相馬東高等学校（現：福島県立相馬総合高等学校）卒業。2025年東北学院大学工学部電気電子工学科卒業。卒業論文タイトル「希土
類-鉄系薄膜の磁歪と結晶構造」。

【PROFILE】2021年宮城県泉館山高等学校卒業。2025年東北学院大学工学部環境建設工学科卒業。卒業論文タイトル「断層変位によって生じるワーレントラス橋の
損傷挙動と径間数との関係性に関する数値解析的検討」。

Sm-Fe系磁歪材料における磁歪特
性向上を目指した研究を行ってい
ます。具体的には、低磁場下でも高感
度な磁歪特性を実現するため、Feを
Coで置換したり、Bを添加したり、軟磁
性材料との交互積層を行うことで、
磁場感度の向上と立ち上がり特性の
改善を目指しています。本研究が将来
的に、アクチュエータやセンサ、超音
波・振動発電デバイスなどのさらなる
小型化・省電力化へ貢献することを
期待しています。
研究では、組成を変化させた試料を
作製し、詳細に結晶構造や磁気特性
を評価しています。特に低磁場におけ
る磁歪特性が重要であるため、試料

ごとの特性評価を通じて、より優れた
磁歪材料の実現を目指しています。
研究の魅力は、PDCAサイクルを通じ
て試行錯誤を重ねることにあります。
試料作製、特性評価、フィードバックの
一連の流れが楽しく、思い通りの結果
が出なくても、その理由を考えるプロ
セス自体が好きです。一方で、ノイズや
誤差を最小限に抑え、正確なデータを
得るための工夫は欠かせません。
このような過程を経て、現在、いくつ
かのB添加量とある程度の膜厚のFe
との交互積層することによって、単純
なSmFe2薄膜と比べ、比較的低磁場
で磁場感度の高い試料作製に成功
しています。今後は、B以外の軽元素

添加やFe以外の軟磁性材料との組
み合わせを試み、より高感度な磁歪
材料を追求したいと考えています。
将来は研究職に就きたいと思ってい
ます。具体的な分野や企業は定まっ
ていませんが、ここで得た知見を存
分に活かし、論理的な根拠をもつ実
験結果を生み出せる研究者を目指し
たいです。

スマートデバイスへの応用を目指し
磁歪材料の未来を創造する研究。

＃04

＃03

博士前期課程1年  磁性材料研究室（嶋研究室） 

宍戸 柊斗
RESEARCH THEME　 Sm-Fe系磁性材料の

磁歪特性向上を目指した組成や構造における最適化の研究

博士前期課程1年  耐震防災研究室（千田研究室）

音山 樹里
RESEARCH THEME　 逆断層に起因する地盤変動が
特殊橋梁に与える損傷に関する数値解析的検討
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主任

●自然エネルギー利用  ●太陽熱利用 
●木質バイオマス活用  など

エネルギーを集めて・貯めて・運んで・
活かす新しいシステムを提案

星 　朗 教授　　学位：博士 （工学）

エネルギー・環境工学研究室

●情報幾何学  ●システム制御理論  
●微分幾何学  ●複雑系  
●非平衡系統計力学  など

新しい統計的ふるまいに基づく
システムを表現する理論の研究

魚橋 慶子 教授　　学位：博士 （理学）

知能システム数理研究室

●快適空調制御  ●マイクロブロア
●熱流動可視化  など

「流れ」と「人」とのインターフェースに
着目して多彩なシミュレーションを実施

小野 憲文 教授　　学位：博士 （工学）

熱流動シミュレーション研究室

●ヒューマンケアロボット  
●ヒューマンインターフェース 
●人間動作解析  など

人々が親しみを感じられる
ヒューマンアシストロボットの開発を

梶川 伸哉 教授　　学位：博士 （工学）

人間－機械システム学研究室

●画像処理  ●生体  ●細胞  ●力学 
●運動  ●4次元  など

「工学」を「生体工学」の分野から考察し
その成果を機械設計にフィードバック

加藤 陽子 教授　　学位：博士 （工学）

生体工学研究室

●エンジン  ●内燃機関  ●燃焼  
●再生可能エネルギ  ●アンモニア  
●路面μ  ●近赤外カメラ  など 

自動車がいつまでも人の役に立つ道具で
あり続けるためにやるべきことを研究

城戸 章宏 教授　　学位：博士 （工学）

自動車工学研究室

●メカトロニクス  ●ロボット  
●組み込みソフトウェア  ●制御  
●計測信号処理  など

できるロボットはアイデア次第
“つくること”を重視しロボットを開発

熊谷 正朗 教授　　学位：博士 （工学）

ロボット開発工学研究室

●人工知能  ●適応システム 
●知能ロボット  ●機械学習  など

成長するロボットの実現を目指し
様々な実験を試みています

郷古   学 教授　　学位：博士 （工学）

適応システム研究室

●超音波加工  ●CAD/CAM  ●放電加工 
●研削加工  ●NC加工  など

最新技術を用いて目に見えない
表面や内部の欠陥を検出する

斎藤   修 教授　　学位：博士 （工学）

精密加工研究室

●超精密ダイヤモンドホイール 
●加工用高出力ファイバレーザ  など

「光」のポテンシャルを最大限に
活かすレーザ加工で新領域に挑む

松浦　寛 教授　　学位：博士 （工学）

オプトメカトロニクス加工研究室

●マイクロアクチュエータ  ●マイクロ電磁型モータ  
●振動制御  など

アクチュエータや電磁型モータなど
次代を担うマイクロマシンを開発

矢口 博之 教授　　学位：博士 （工学）

アクチュエータ工学研究室

●知能材料  ●磁性材料  ●超伝導材料 
●高圧技術  など

磁性体や超伝導体が持つ
知的な性能を引き出す物質を探究

岡田 宏成 准教授　　学位：博士 （工学）

知能材料工学研究室

●実時間物理シミュレーション  
●柔軟物体モデリング
●触覚提示デバイス  など

VR空間での触覚提示技術を研究し
幅広い分野で役立つシミュレータを開発

佐瀬 一弥 准教授　　学位：博士 （工学）

バーチャルリアリティ研究室

●微小振動  ●音響  ●衝撃  
●シミュレーション  ●診断装置  
●コンタクトスポーツ  など

聴覚のメカニクスの解明と、
医療・福祉・スポーツ分野への応用研究

濱西 伸治 准教授　　学位：博士 （工学）

バイオメカニクス研究室

●超高強度鋼板  ●水素脆化
●プレス成形  ●熱間鍛造熱処理
●応力測定  など

自動車用超高強度鋼板の
耐水素脆化特性に関する研究

北條 智彦 准教授　　学位：博士 （工学）

構造材料工学研究室

●イオンマイグレーションの挙動解明  
●圧電複合材料の特性向上  
●スマートテキスタイルの新規開発  

金属微細材料の
創製・特性評価・応用展開

李　渊 准教授　　学位：博士 （工学）

材料信頼性工学研究室

【機械工学専攻博士前期課程】
機械工学専攻博士前期課程では、専門性を要する職業等に必要な能力と基本的な問題解決能力を身につけ、
社会人としての素養と倫理観を兼ね備えた信頼されるエンジニアを養成する。

【機械工学専攻博士後期課程】
機械工学専攻博士後期課程では、高度な専門性を要する職業等に必要な能力と自立して問題を解決する
能力を身につけ、科学技術の急速な進歩にも柔軟に対応できる国際的にトップレベルのエンジニア及び研
究者を養成する。

【機械工学専攻博士前期課程】
機械工学専攻博士前期課程で行う教育は、次に示す事項を達成することを目標とする。
1.機械工学分野に関連した幅広い基礎的知識を有し、それを活用して諸問題を解決できる能力を身につけた
　上で、最新技術にも対応できる。
2.機械工学関連分野について広い学識を有し、技術者として必要な倫理観をもって社会貢献できる。
3.機械工学分野の専門的な業務従事者になるための研究遂行能力及びコミュニケーション・プレゼンテーション
　能力を向上させる。

【機械工学専攻博士後期課程】
機械工学専攻博士後期課程で行う教育は、次に示す事項を達成することを目標とする。
1.機械工学分野に関連した幅広い高度な知識を有し、それを活用して専門性の高い諸問題を解決できる
　能力を身につけた上で、科学技術の急速な進歩にも柔軟に対応できる。
2.機械工学関連分野について専門的な学識を有し、トップレベルの技術者としての高い倫理観を合わせもって
　社会に十分貢献できる。
3.機械工学分野の高度な業務に従事するスペシャリストになるための自立した研究遂行能力及び国際的な
　コミュニケーション・プレゼンテーション能力を向上させる。

◎機械工学をさらに深く学び、理解し、創造することへの強い関心と意欲があり、
　それらを遂行するために必要な基礎知識を持っていること。
◎研究者・技術者として必要な自立・自律する心を持ち、自分自身で問題点を発見して解決策を考え、
　実践しようとする姿勢を持っていること。
◎社会の一員としての責任を自覚して、積極的に学ぼうとする意欲を持っていること。

理念・目的

教育目標

アドミッションポリシー 

機械工学専攻
については
こちら
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●マルチバンド変成器    
●マルチバンド電力分配器  など

マルチバンド
高周波伝送回路の研究

大場 佳文 教授　　学位：博士 （工学）

伝送回路学研究室

●ディジタル制御  ●ロバスト制御 
●モータの駆動法
●パワーエレクトロニクス  など

実用に強い制御理論とその方法の
開発に力を入れ研究を行っています

郭　海蛟 教授　　学位：博士 （工学）

電気システム制御研究室

●シュレーディンガー作用素  ●準結晶 
●電気伝導度  ●耐タンパー技術  など

情報セキュリティ技術をテーマに
数学の視点から基盤技術を構築

神永 正博 教授　　学位：博士 （理学）

応用数理研究室

●ディジタル基本図形のパターン認識 
●ディジタル画像の領域分割  など

コンピュータがディジタル画像を
分析できる方法について研究

金　義鎭 教授　　学位：博士 （工学）

メディアアナリシス研究室

●電力系統  ●マイクログリッド 
●クリーンエネルギー ●電力自由化  など

再エネ発電の有効活用と新技術による
新型電力供給システムの安定化を取り組む

呉　国紅 教授　　学位：博士 （工学）

先端電力工学研究室

●ワイヤレスエネルギー  ●低侵襲治療 
●ニューロモジュレーション  など

高密度ワイヤレスエネルギー伝送技術を
中心に新たな医療・産業分野を創造

佐藤 文博 教授　　学位：博士 （工学）

生体電磁工学研究室

●環境発電  ●近傍電磁界　
●磁気イメージング
●ワイヤレスセンシング　など

磁性材料の特徴を利用した環境発電
デバイス、電磁界可視化法などの研究

枦  修一郎 教授　　学位：博士 （工学）

応用電磁エネルギー工学研究室

●誤り訂正符号  ●符号化変調方式 
●通信品質の改善  ●信頼性の向上  など

「符号理論」の一つである
誤り訂正符号の構成法について探究

吉川 英機 教授　　学位：博士 （工学）

情報・符号理論研究室

●3次元形状処理  ●コンピュータグラフィックス
●CAD  ●情報考古学  など

デジタル幾何形状処理を利用した
形状操作と特徴量分析手法の研究

木下　勉 准教授　　学位：博士 （工学）

図形情報処理研究室

●ヒューマンインタフェース  ●マルチメディア  
●空間知覚  ●アレイ信号処理  など

人間の認知特性を利用して
誰でも使いやすいコンピュータを開発

木村 敏幸 准教授　　学位：博士 （学術）

情報インタラクション研究室

【電気工学専攻博士前期課程】
電気工学専攻博士前期課程では、電気工学が人間社会の科学技術と生活環境の進化を支える基盤となっ
ていることを深く理解し、急速に変化する社会の要求に応えるため、専門分野の研究を通じて高度な自律心
と実践力を備え、建学の精神に基づく倫理観と社会的な素養を身につけた創造性豊かな人材を養成する。

【電気工学専攻博士後期課程】
電気工学専攻博士後期課程では、電気工学が人間社会の科学技術と生活環境の進化を支える基盤となっ
ていることを深く理解し、急速に変化する社会の要求に応えるため、専門分野の研究を通じて高度な自律心
と実践力を備え、建学の精神に基づく倫理観と社会的な素養を兼ね備え、社会の指導的地位で活躍できる
創造性豊かな研究者・技術者を養成する。

【電気工学専攻博士前期課程】
電気工学専攻博士前期課程で行う教育は、次に示す事項を達成することを目標とする。
1.担当教員の指導の下で研究・開発を進めることにより、主体的、かつ、積極的な姿勢で考え行動できる研究・
　開発能力や将来の技術に対する幅広い視点、基礎知識及び洞察力を身につける。
2.研究・開発を進める上で必要となる常識的な判断能力、情報収集能力及び表現能力を身につける。専門
　分野に係わる高度な専門的知識を修得するとともに、これのみならず技術者としての裾野を拡げるため、
　他分野の専門知識も積極的に修得する。更に専攻分野の諸問題について理論的、実証的に分析し、その
　結果を社会貢献に活かす。
3.TA制度や研究室内の後輩の研究指導等によりリーダーシップ能力を育成するとともに、研究室活動、学会
　活動等により、社会人として必須な協調性を高める。専門知識を活用して課題解決策を提案し、その思考
　方法と研究成果を公表する。

【電気工学専攻博士後期課程】
電気工学専攻博士後期課程で行う教育は、次に示す事項を達成することを目標とする。
1.担当教員の指導の下で研究・開発を進めることにより、主体的、かつ、積極的な姿勢で考え行動できる研究・
　開発能力や将来の技術に対する幅広い視点、基礎知識及び洞察力を身につける。
2.研究・開発を進める上で必要となる常識的な判断能力、情報収集能力及び表現能力を身につける。専門
　分野に係わる高度な専門的知識を修得するとともに、これのみならず技術者としての裾野を拡げるため、他
　分野の専門知識も積極的に修得する。更に専攻分野の諸問題について理論的、実証的に分析し、その結果
　を社会貢献に活かす。
3.TA制度や研究室内の後輩の研究指導等によりリーダーシップ能力を育成するとともに、研究室活動、学会
　活動等により、社会人として必須な協調性を高める。専門知識を活用して課題解決策を提案し、その思考方法
　と研究成果を公表し、リーダーシップを発揮できる。

◎電気工学を学ぶために必要な基礎学力を有し、より高度な専門知識の習得に積極的な人。
◎主体的、かつ、積極的な姿勢で研究活動に取り組むことができる人。
◎研究メンバーの一員として行動できる協調性を有し、メンバーとの纏まりの基に研究生活を送ることができる人。
◎電気工学の将来的な進展に強く係わりたいという夢と情熱のある人。
◎電気工学の専門知識と洞察力を身につけ、国際的視野のもとに社会の発展に貢献したいと考えている人。

理念・目的

教育目標

アドミッションポリシー 

電気工学専攻
については
こちら

●無線通信方式  ●無線通信ネットワーク 
●携帯電話システム  ●セルラーシステム  など

快適でつながりやすい無線通信方式や
ネットワークの研究を推進

鈴木 利則 教授　　学位：博士 （工学）
主任

ワイヤレス情報通信研究室

●臨場感通信  ●立体音響 
●多感覚情報処理過程 
●情報ネットワーク管理  など

円滑なコミュニケーションを支援する
音響情報処理システムの創成

岩谷 幸雄 教授　　学位：博士 （情報科学）

情報コミュニケーション研究室
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●分光  ●遠赤外  ●ミリ波  ●テラヘルツ  
●超イオン導電体  ●LB膜  など 

様々な波長の光を使って固体の中の
原子や電子の状態を調べる「分光学」

淡野 照義 教授　　学位：博士 （理学）

光物性研究室

●計測システム  ●磁界センサ 
●物理現象の可視化  ●非破壊検査  など

磁気センサを中心としたセンサ技術を
応用し優れた計測制御システムを開発

小澤 哲也 教授　　学位：博士 （工学）

電気機械計測研究室

●生体信号計測  ●生体信号解析 
●生体機能  ●医工学応用  など

生体情報を電子工学的に計測・解析し
生体機能の解明や医工学への応用へ

加藤 和夫 教授　　学位：博士 （工学）

生体機能情報工学研究室

●電子システム  ●電波  ●電磁波応用  
●電磁干渉  ●電磁障害  ●電磁ノイズ  など

電磁環境学の研究を通じ電子システムの
高度化・高性能化を支える

川又　憲 教授　　学位：博士 （工学）

情報伝送工学研究室

●ゼータ関数  ●ベルヌーイ数 
●多重ゼータ関数  など

コンピュータによる数値解析を通じた
整数論的諸問題の研究

佐々木 義卓 教授　　学位：博士 （数理学）

数理科学研究室

●情報セキュリティ  ●差分故障解析
●命令バイパス   ●暗号解析
●教育工学  など

マイコンセキュリティの評価から学習
支援システムまで情報の視覚化に挑む

志子田 有光 教授　　学位：博士 （工学）

計測情報工学研究室

●超強力磁石  ●薄膜　●ナノテク  
●ハイブリッドカー　●次世代磁気記録  など

最先端のナノテクノロジーを駆使した
研究開発を推進

嶋　敏之 教授　　学位：博士 （工学）

磁性材料研究室

●スピン（磁石）  ●近距離無線通信システム 
●電子ビーム蒸着  など

スピン（磁石）の性質を利用した
近距離無線通信システムの開発へ

土井 正晶 教授　　学位：博士 （工学）

スピンエレクトロニクス研究室

●群集流動  ●滞留現象  ●群集歩行モデル
●人流シミュレーション  など

群集流動のモデル化と
人流シミュレーションの研究

門倉 博之 准教授　　学位：博士 （工学）

群集流動情報工学研究室

●グリーンエネルギー  ●次世代二次電池
●サスティナブルマテリアル  など

環境に優しく人間に役立つ機能を持つ
材料や物質、エネルギー資源について研究

桑野 聡子 准教授　　学位：博士 （理学）

機能材料研究室

●ナノ材料  ●ナノ物性
●電子顕微鏡  ●薄膜  など

実際にナノ粒子を作製し、ナノ領域に
現れる特異な現象について研究

鈴木 仁志 准教授　　学位：博士 （理学）

ナノ物性材料研究室

●空間情報  ●可視化  ●GIS  
●VR  ●AR  ●プログラミング  など

空間情報を用いた、
社会に役立つシステムの開発

物部 寛太郎 准教授　　学位：博士 （情報学）

空間情報学研究室

【電子工学専攻博士前期課程】
電子工学専攻博士前期課程では、急速な技術革新を遂げる電子工学分野の基礎的な実験手法と専門知識
を修得し、社会人としての素養と倫理観を兼ね備え、社会貢献できるエンジニアを養成する。

【電子工学専攻博士後期課程】
電子工学専攻博士後期課程では、電子工学分野におけるより幅広くかつ高度な実験手法と専門知識を修得
するとともに、世界に貢献できる国際的にトップレベルのエンジニアを養成する。

【電子工学専攻博士前期課程】
電子工学専攻博士前期課程における教育は、次に掲げる事項を達成することを目標とする。
1.工学技術者として必要な倫理観とそれを実社会で活用するための広範な知識及びマテリアル・デバイス
　工学及び電子計測学分野に関する電子工学の先端的知識を修得させる。
2.少人数教育による「工学特別演習」と「工学修士研修」の実践を通した研究遂行能力の鍛錬を通して、
　研究遂行能力を向上させる。
3.十分な英語コミュニケーション能力と自らの専門分野の文献調査及び発表能力を身につける。

【電子工学専攻博士後期課程】
電子工学専攻博士後期課程における教育は、次に掲げる事項を達成することを目標とする。
1.工学技術者として必要な倫理観とそれを実社会で活用するための広範な知識及びマテリアル・デバイス
　工学及び電子計測学分野に関する電子工学の先端的知識及び国際的に通用する見識を身につける。
2.少人数教育による「工学博士研修」の実践を通した研究遂行能力の鍛錬を通して、国際的に第一線で活躍
　できる研究遂行能力を身につける。
3.国際会議で齟齬なく意思疎通できる英語コミュニケーション能力と自らの専門分野の文献調査及び発表
　能力を高める。

◎電子工学の基礎的な知識を有し、さらに高度な研究をしようとする強い意欲を持っている人。
◎チームの一員として共同研究作業ができる協調性を持ち、同時に個人として自主的・自立的に研究活動を
　遂行していくことができる人。
◎科学的な思考を有し、客観的で謙虚な態度を持って、専門的な知識を人類の幸福に活用できる
　国際的な視野をもっている人。

理念・目的

教育目標

アドミッションポリシー 

電子工学専攻
については
こちら

主任 研究科長

●半導体  ●デバイス  ●トランジスタ
●薄膜  ●薄膜トランジスタ  ●ナノ  など

世界でオンリーワンの技術を駆使して
新構造デバイスについて総合的に研究

原　明人 教授　　学位：博士 （理学）

半導体材料デバイス工学研究室

●電磁両立性  ●ディジタル情報通信  ●通信品質  
●スマートコミュニティ  ●国際電気標準会議  など 

持続可能で「スマート」な情報通信に
必要な基盤技術を研究

石上   忍 教授　　学位：博士 （工学）

情報通信システム研究室
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【環境建設工学専攻博士前期課程】
環境建設工学専攻博士前期課程では、地球及び地域環境を保全しつつ人々の生活を豊かにする社会基盤を
創造し、これまでに蓄積してきた社会資本を維持・管理する営みを発展させるため、専門分野に関する学習・研究
を通じて、高い自律心と実践能力、社会人としての素養と倫理観を兼ね備えた、創造性豊かな技術者を養成する。

【環境建設工学専攻博士後期課程】
環境建設工学専攻博士後期課程では、地球及び地域環境を保全しつつ人々の生活を豊かにする社会基盤
を創造し、これまでに蓄積してきた社会資本を維持・管理する営みを発展させるため、専門分野に関する学習・
研究を通じて、高い自律心と実践能力、社会人としての素養と倫理観を兼ね備え、社会の指導的地位で活躍
できる創造性豊かな研究者・技術者を養成する。

【環境建設工学専攻博士前期課程】
環境建設工学専攻博士前期課程における教育は、広い視野に立って学識を深め、志望する専門分野に関する
高度専門技術を修得するとともに、次に掲げる事項を達成することを目標とする。
1.環境工学及び建設工学に関連する広範な専門基礎知識と技術を着実に修得し、さらに、専門分野の先端的
　な知識を学び、理解する。
2.ある問題に対する研究を通して自らの力で情報を収集し、評価・分析し、対応策を模索して実践し、得られた
　結果を総括し、当該問題に対してよりよい改善策を提案して社会貢献に生かす。
3.研究成果を公に発表することにより、技術者としてのコミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、プロ
　ジェクト管理能力などを修得する。

【環境建設工学専攻博士後期課程】
環境建設工学専攻博士後期課程における教育は、専攻分野の研究者・教育者として必要な研究能力、高度専門知識
及び社会人として必要とされる工学他分野の知識を修得するとともに、次に掲げる事項を達成することを目標とする。
1.環境工学及び建設工学に関連する広範な専門基礎知識と技術を着実に修得し、さらに、専門分野の先端的
　な知識を学び、身につけ、国際社会においても議論できる。
2.ある問題に対する研究を通して自らの力で情報を収集し、評価・分析し、対応策を模索して実践し、得られた
　結果を総括し、当該問題に対してよりよい方法等を提案し、よりよい改善策を提案し、安全・安心な社会や持続
　可能な社会環境の構築に貢献できる。
3.研究成果を公に発表することにより、技術者としてのコミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、
　プロジェクト管理能力などを修得し、リーダーシップを発揮できる。

◎基礎的な学力とコミュニケーション能力をもつ人。
◎自主性を有し、環境建設分野の知識の修得に強い関心と意欲をもつ人。
◎社会基盤整備、持続ある環境の保全を通して、地域社会と国際社会に貢献する熱意をもつ人。

理念・目的

教育目標

アドミッションポリシー 

環境建設
工学専攻
については
こちら

主任

●建築デザイン  ●設計実務 
●まちづくり  ●素材  ●形態論  など

安全性・快適性・芸術性を兼ね備えた
建築を追求し、デザインを実践

櫻井 一弥 教授　　学位：博士 （工学）

建築デザイン研究室

●長大高架橋の地震応答解析 
●コンクリート欠陥の可視化  など

構造動力学という共通の手法を基本に、
構造物に関わる問題の解決に取り組む

李　相勲 教授　　学位：博士 （工学）

構造動力学・維持管理学研究室

●地震  ●衝撃荷重
●構造解析  など

地震などの外力に対する
構造物の解析

井川　望 教授 　　学位：博士 （工学）

建築構造研究室

●鉄筋コンクリート構造物の数値解析 
●マスコンクリートの温度ひび割れ解析  など

コンクリート材料の温度ひび割れや
凍結劣化現象などの研究を展開

石川 雅美 教授　　学位：博士 （工学）

コンクリート構造研究室

●建築環境  
●建築設備  など

地球環境に配慮した、快適な室内空間
実現のための研究に取り組む

鈴木 道哉 教授　　学位：博士 （工学）

建築設備研究室

●マイクロクラックの検出と定量化 
●劣化深さの測定  ●圧縮強度の推定  など

コンクリートに発生したひび割れから
コンクリートの性状を評価する

武田 三弘 教授　　学位：博士 （工学）

コンクリート劣化診断研究室

●危機耐性を考慮したトラス、アーチ橋の設計
●ゴム支承の数値モデル化手法の確立
●軟弱地盤対策、地すべり対策  など

防災・耐震設計は新たな時代へ
コンピュータ解析をフルに活用した最新研究に挑む

千田 知弘 教授　　学位：博士 （工学）

耐震・防災工学研究室

●建築計画  ●計画基礎
●環境心理・認知・行動  ●空間の評価
●景観  など 

建築・都市について空間の構成と
意識の構造からその魅力を探求

恒松 良純 教授　　学位：博士 （工学）

建築計画研究室

●自然災害からの早期復旧のための緊急架設橋の開発
●緊急架設橋を構成するパネルユニットの最適形状
●シザーズ型展開橋の応力解析と静力学特性

数値計算の技術を活用した
研究対象が幅広い「応用力学」

中沢 正利 教授　　学位：工学博士

応用力学研究室

●環境浄化  ●微生物 
●遺伝子解析  など

微生物が持つ大きな力に着目し
自然環境の修復を目指す

中村 寛治 教授　　学位：工学博士

環境保全工学研究室

●促進酸化水処理  ●土壌汚染処理 
●バイオ発電  など

もっときれいな水環境へ
効率的な分解除去技術について研究

韓　連熙 教授　　学位：博士 （薬学）

環境化学研究室

●微生物の機能発現機構の解析 
●微生物・植物を用いた環境浄化  など

難分解性化合物である環境汚染物質を
分解する微生物の仕組みを解き明かす

宮内 啓介 教授　　学位：博士 （農学）

環境微生物工学研究室

●地震時の地盤挙動  ●砂地盤の液状化 
●地盤改良  など

地震によって引き起こされる
液状化現象や地盤改良工法の研究

山口　晶 教授　　学位：博士 （工学）

地盤工学研究室

●近代建築  ●近代都市  ●空間文化 
●歴史的建築  ●保存・活用  など

歴史を感じる都市空間の形成を目指し、
現代の都市や建築の成り立ちを研究

﨑山 俊雄 准教授　　学位：博士 （工学）

建築史研究室

●水理実験  ●画像計測  ●3次元写真測量  
●UAV  ●数値シミュレーション  など

最先端技術を結集して、
より健やかな未来の創造に取り組む

三戸部 佑太 准教授　　学位：博士 （工学）

水工学研究室
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工学研究科で培われた専門分野での確かな能力や人間性が社会で評価を受け、
さまざまな分野で活躍しています。

修了生就職先一覧

アルプスアルパイン(株)
石巻市職員
キオクシア岩手(株)
(株)ジェイエムエンジニアリング
(株)ジャムコ
信越化学工業(株)
スズキ(株)
(株)ＳＵＢＡＲＵ
(株)ＴＡＣＳＯＬ
テルモ(株)
東京エレクトロン(株)
東芝デバイスソリューション(株)
(株)牧野フライス製作所
ミネベアミツミ(株)
(株)宮城テレビ放送
(株)ユアテック

(株)ＡＣＣＥＳＳ
(株)ＮＴＴ東日本－東北
エリクソン・ジャパン(株)
(株)ＫＯＫＵＳＡＩ ＥＬＥＣＴＲＩＣ
(株)ジャパンセミコンダクター
進工業(株)
仙台市職員
ソニーセミコンダクタ
　マニュファクチャリング(株)
ＴＤＫ(株)
東北エプソン(株)
(株)日立ハイテク
古川エヌ・デー・ケー(株)
マイクロンテクノロジー
宮城県教員（高校・工業）
(株)ミラプロ
(株)ＵＡＣＪ

いであ(株)
(株)エイト日本技術開発
(株)L・P・D   
(株)オリエンタルコンサルタンツ
大和ハウス工業(株)
東北電力(株)
パシフィックコンサルタンツ(株)
(株)長谷工不動産
(株)日比野設計
宮城県職員

進
路
決
定
率

機械工学専攻 電子工学専攻電気工学専攻 環境建設工学専攻専攻
分野

就
職
先
の

主
な
業
種

過
去
３
年
間
の
就
職
先
実
績

◎建設業
◎情報通信業
◎製造業
◎地方公務

◎建設業
◎情報通信業
◎製造業
◎電気業

◎学校教育
◎情報通信業
◎製造業
◎地方公務

◎建設業
◎地方公務
◎電気業
◎不動産業

100％
過去３年間の進路決定率

100％
過去３年間の進路決定率

100％
過去３年間の進路決定率

100％
過去３年間の進路決定率

Astemo(株)
ＮＥＣソリューションイノベータ(株)
NTTセキュリティ・ジャパン(株)
シャープ(株)
（独）鉄道建設・
　運輸施設整備支援機構
東京電力ホールディングス(株)
東北電機製造(株)
東北電力(株)
(株)トーキン
ＴＯＰＰＡＮ(株)
(株)パナソニック
　システムネットワークス開発研究所
(株)ＰＫＵＴＥＣＨ
(株)ビーブレイクシステムズ
マクセルフロンティア(株)
三菱電機(株)
村田機械(株)

奨学金をはじめとする経済支援や社会人の受け入れ、早期卒業制度など、万全なサポート体制を整備。
大学院生をさまざまな面でバックアップする支援制度で、研究に打ち込める環境づくりに取り組んでいます。

学費・各種支援制度

入学金

1年目授業料

1年目施設設備資金

1年目実験実習料

1年目教育充実費

2年目合計

新生活費用

2年間生活費

2年間総費用合計

282,000
535,800

0
0
0

535,800

536,300
2,598,400
（アパート） （自宅）

4,488,300

0
640,000
260,000
95,000
20,000

1,015,000

0
1,186,200

3,216,200

本学他県国立大

費用詳細（単位：円） ※諸会費除く

学院大（自宅生）国立大（下宿生）

（万円）
500

400

300

200

100

0

約197万円
授業料等費用
（2年間）

（諸会費を除く）約108万円
授業料等費用（2年間）

約28万円入学金

約119万円
自宅通学の
生活費（2年間）

新生活費用

約260万円

約54万円

アパート暮らし
生活費（2年間）

２年間の
トータルで比べると

費用の差は
一目瞭然！

入学金
授業料

施設設備資金
実験実習料
教育充実費

計
後援会費

同窓会入会費
同窓会費

学術振興会費
計

―
640,000
260,000
95,000
20,000
1,015,000
16,000
―
3,000
500
19,500
1,034,500
527,000
507,500

270,000
640,000
260,000
95,000
20,000
1,285,000
16,000
3,000
3,000
500
22,500
1,307,500
800,000
507,500

合計
入学時納付金

後期（10月）納付金

学生
納付金

諸会費

本学以外からの入学者本学卒業の入学者

■学費（単位：円／2025年度入学生）

■ 「自宅生（本学工学研究科進学）」と「下宿生（他県国立大大学院進学）」の比較例

■ 在学期間のトータル費用に大きな差 ■ 仙台を研究生活拠点にするメリット

工学部に籍を置いた４年間で、『工学とは何か』
と考えたことはありますか？数学や物理、専門科
目の知識を身に付けることで精いっぱいで、そう
いうことに思いを巡らすことはなかったかもしれ
ません。数学や物理などの法則は、人が介入で
きない『真実』です（『人が知り得る現時点での』
という注釈付きですが）。一方、工学とは科学の
知識・法則を用いて、生きとし生けるものの幸福
のために、実社会の諸問題を解決する技術を
設計・開発・応用する学問です。
４年次の卒業研究は、時間的制約もあり、多く
は工学研究のための『道具』の使い方を学ぶ
だけで終わってしまいます。大学院では、工学
の諸問題を解決するための研究、新技術の
開発、それを自発的に行う力を持つ研究者の
育成が目的であり、そのために多くの時間を
使い、集中できます。もちろん、研究テーマに

関連した幅広い知識の習得も必要です。
大学院はこうした人材を育成する場であり、学外
の学会・研究会での発表が義務付けられてい
ます。国際学会で英語での発表の機会を与え
られ、多くの研究者との技術交流も行うことで
ネットワークを広げ、研究奨励賞や論文発表賞
を受賞する大学院生も多数います。対外発表に
よって、他大学や企業の研究者の発表が聴講
でき、研究の最新動向や自身のプレゼン力向上
にもつながります。研究・開発に携わる多くの
人材が大学院修了生であるのは、多くの技術系
企業において『研究開発能力を持つのは大学
院修了生』と認識しているからです。
本学には、教育者育成と経済支援を目的とした
ティーチングアシスタント（TA）制度や、学部と
大学院を合わせて５年で修了できる早期卒業
制度もあり、学費を抑えて大学院を修了すること

が可能です。ぜひ大学院に進学し、高度な教育
を体系的に学び、研究を発展させてください。
一連の研究プロセスを経験・理解した技術者と
して修了し、国際競争力の強化と未来社会の
発展に寄与してください。自分の人生を切り拓き
知識と可能性を広げるために、大学院への進学
は必要不可欠です。

あなたの未来を切り拓く大学院進学は、知識と可能性を広げる第一歩

工学研究科長メッセージ
内部進学か外部進学かの選択で、まず判断材料になるのは費用
の差です。比較のポイントは、入学準備費や生活費も含め、在学
期間のトータルで考えること。本学の自宅生が内部進学した場合
と、他県国立大学の大学院へ進学した場合で比較すると、内部進学
は入学金が不要で転居や１人暮らしの費用がかからず、２年間で
大きな差が表れます。

都心部に新設した本学のアーバンキャンパスは、仙台の都市機能
をフル活用できる環境です。情報集積や人材交流など研究拠点
としての機能性だけでなく、生活環境としての効率性も優れて
います。アルバイトや買い物など日常に関わる施設が近辺に
充実し、学会参加など全国へのアクセスもしやすく、結果的に
無駄を省いて出費を抑えられます。

工学研究科長    石上 忍
※各年の諸会費については大学により差があり、私立大よりも国立大の方が
　高いケースもあります。本学の諸会費（1年間）は19,500円となります。

※2024年度 全国大学生活協同組合連合会調べ／
　2022年度 独立行政法人日本学生支援機構調べ

【 【大学院、内部進学・外部進学を比較するなら
トータル費用と生活環境に注目を！
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連携大学院制度のもと、産総研に大学院生を派遣。
工学研究科では、国立研究開発法人産業技術総合研究所(産総研)東北センターとの間で連携
大学院の協定を締結しています。連携大学院とは、大学と産総研が連携して研究協力を進め、
若い研究者を育成する制度。具体的には、産総研の研究所員が本学大学院の客員教授となり、
研究所を利用して研究を進める大学院生を学位取得まで指導します。

連 携 大 学 院 （国研）産業技術総合研究所 東北センター

学費・各種支援制度

【理念・目的】
キリスト教精神と幅広い教養教育を基礎に、工学は人間の生活や社
会に直接かかわる応用的科学技術の分野であるという認識を前提と
して、人間と自然の調和、共生という観点に立ち、地域社会発展に資
する工学技術を推し進め、創意工夫を行う。この理念の下に、国民の
健康で文化的な生活を確保するとともに、人類の福祉に貢献する
工学技術者を養成する。

【学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】
工学研究科は、博士前期課程において、所定の履修方法に従って必要
となる単位数以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえで提出
した修士論文の審査及び最終試験によって、次の学修成果を達成した
と認められる者に、「修士（工学）」の学位を授与する。

１.工学に関する幅広い視野、基本的な知識及び思考力を有すること。
２.工学に関するいくつかの特定テーマについて専門的な知識を有する
こと。

３.工学に関する研究課題について、専門的で学術的な価値のある知見
を有すること。

４.工学に関する学術研究について、研究者として必要な知識、技能を
活用して論文を作成し、その実行方法と研究成果を公表できること。

【教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）】
工学研究科は、博士前期課程において、学位授与の方針に定めた学修
成果を確実に達成するため、次の方針により、体系的・順次的な教育
課程を編成・実施する。

１.学位授与の方針に定めた学修成果１を達成することを主たる目的と
して、専攻ごとの科目だけでなく、関連する他専攻科目の履修も可能
とする。

２.学位授与の方針に定めた学修成果２及び３を達成することを主たる
目的として、「工学修士研修」と「工学特別演習」を設け、必要な研究
指導を提供する。

３.研究指導においては、口頭発表、修士論文の執筆を通じて研究者と
して必要な能力を養う。

４.学位授与の方針に定めた学修成果４を達成することを主たる目的と
して、「修士論文」を要件とし、更に「技術経営特論」と「知的財産
特論」を提供し、いずれかを必修とする。

【入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー）】
工学研究科は、次の点を確認することにより、博士前期課程への入学者
を受け入れる。

１.専門分野を学ぶための基礎学力と柔軟な思考能力及び自主的に
学ぶ姿勢を有していること。

２.専門分野の将来的な社会の変化、科学技術の進展に強く関わる情熱
を持ち、自ら問題を見出し、解決しようとする意欲を有すること。

３.専門知識と洞察力を身につけ、国際的視野のもとに社会の発展に
貢献したい意思を持っていること。

【学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】
工学研究科は、博士後期課程において、所定の履修方法に従って必要
となる単位数以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえで提出
した博士論文の審査及び最終試験によって、次の学修成果を達成した
と認められる者に、「博士（工学）」の学位を授与する。

１.工学に関する幅広い視野、専門的な知識及び思考力を有すること。
２.工学に関する高度な専門知識を用いて、工学分野の諸問題について
理論的、実験的に解析できること。

３.工学に関する研究課題について、高度に専門的で、学術的な価値の
高い知見を有すること。

４.工学に関する学術研究について、自立した研究者として必要な知識、
技能を活用して論文を作成し、その実行方法と研究成果を公表できる
こと。

【教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）】
工学研究科は、博士後期課程において、学位授与の方針に定めた学修
成果を確実に達成するため、次の方針により、体系的・順次的な教育
課程を編成・実施する。

１.学位授与の方針に定めた学修成果１を達成することを主たる目的と
して、学際基盤科目を置く。また、「技術経営特論」及び「知的財産
特論」について、前期課程で修得していない場合、いずれか１科目を
必修とする。

２.学位授与の方針に定めた学修成果２を達成することを主たる目的と
して、「工学博士研修」を置き必修とする。また、「インターンシップ
研修」、「工学特別研修」及び「工学特別実習」を置く。

３.学位授与の方針に定めた学修成果３を達成することを主たる目的と
して、「博士論文」を課し、必要な研究指導を行う。

４.学位授与の方針に定めた学修成果４を達成することを主たる目的と
して、口頭発表、博士論文の執筆を通じて研究指導を行い、研究者と
して必要な高度な能力を養う。

【入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー）】
工学研究科は、次の点を確認することにより、博士後期課程への入学者
を受け入れる。

１.この課程の目的である工学に関する研究者の養成に合致する入学
志望動機と研究課題を有していること。

２.この課程における学修に必要な、高い水準の一般的学力（外国語を
含む。）を有すること。

３.この課程における学修に必要な、研究課題に関して高度に専門的で
学術的価値のある知識を持っていること。

【教育目標】
工学研究科で行う教育は、次に示す事項を達成することを目標とする。
１. 社会の変化、技術の進展に対応できる専門分野の基礎学力を持つ。
２.高い倫理観を有し、新しい課題を自ら考え、かつ、実行する能力を 
　有し、社会及び組織でリーダーシップが発揮できる。
３.自律心、隣人愛を有し、国際的に活躍できる。

博士前期課程 博士後期課程

工学研究科の教学上の３つの方針

工学研究科の理念・目的、教育目標

1. 日本学生支援機構貸与奨学金
高度な研究能力を有し、経済的理由により修学に困難があると認めら
れる人を対象とした、卒業後に返還が必要な奨学金です。大学院入学
前に申請する予約採用と入学後に申請する定期採用があります。

　　　

2. 東北学院大学給付奨学金
学業成績・人物ともに優良であり、経済的困窮度が高く、修学困難な学
生が対象です。採用者には半期100,000円を給付します。次学期も支給
を希望する場合は、新たに申請が必要です。
　
3. 東北学院大学緊急給付奨学金
在学中に家計支持者の死亡（自然災害事由の死亡を除く）、疾病、失業
（定年退職、離別を除く）等により家計状況が急変し、修学困難な学生が
対象です。家計急変の事由発生から、1年以内である場合に申請可能
です。採用者には当該学期授業料相当額を給付します。

4. 東北学院大学自然災害被災学生緊急給付奨学金
自然災害が発生した日の属する年度内に申請可能です。り災証明書
等に基づく被災状況に応じた額が給付されます。

5. 地方公共団体奨学金・民間育英団体奨学金
本学で募集推薦するものと各団体に直接申し込むものがあります。詳細
は、奨学金掲示板または大学ホームページを参照し、学生課厚生係に
直接お問い合わせください。

奨学金制度は、経済的事由によって就学が困難な学生に対
して学資を貸与または給付し、修学上の経済的障害を取り
除いて学業に専念できるよう援助することを目的としています。

月額50,000円または88,000円のいずれかを選択
貸与金額種別

博士前期課程

博士後期課程

博士前期課程
博士後期課程 

月額80,000円または122,000円のいずれかを選択

50,000円･80,000円･100,000円･130,000円･
150,000円の中から希望月額を選択

第1種奨学金
（無利子）

第2種奨学金*
（有利子）

博士前期課程
授業料支援金：年１回授業料相当額
生活支援金：月額０円、20,000円または40,000円の
いずれかを選択

授業料
後払い制度
（無利子）

＊在学中は無利子で卒業後年3％を上限とする利子付き

５年(学部＋大学院)で修了、学費も節約に。
本学大学院に進学することを前提として３年半で大学を卒業できる制度
があります。４年次の９月に学部を卒業し、大学院に進学。大学院は１
年半で終えることも可能です。大学入学から大学院修了を１年短縮
できるので、期間も授業料も１年分節約できる魅力的な制度です。詳しく
はお問い合わせください。

入学金27万円免除。
本学学部を卒業した学生は、工学研究科博士前期課程の入学金27万円
が全額免除になります。また工学研究科博士前期課程修了者は、博士
後期課程の入学金が全額免除になります。

社会人の方の学ぶ意欲を応援。
東北学院大学では、特別選考による社会人の受け入れを積極的に
行っています。一般選考の出願資格のいずれかに該当し、３年以上の
社会人経験がある(主婦・主夫を含む)、または企業や官公庁などに正規
の職員として勤務し、在職のまま入学できる方いずれかが対象です。
詳しくは募集要項をご確認ください。

教育経験と奨学を目的に多くの大学院生が活用。
“将来教員・研究者になるためのトレーニング機会の提供（教育経験）”
と“経済的支援（奨学）”を目的とする「ティーチングアシスタント（TA
制度）」を設けています。TAとして実験や実習などの補助を行い、その
コマ数に応じて給与が支払われます。1人週3コマ（6時間）を上限と
しています。

標準の修業年限を超えた期間で計画的な履修ができる。
職業を有する方や、大学卒業後3年以上経過している方（定年退職者
を含む）、または育児や介護などで研究時間の制約を受ける方などを
対象に、入学時の就業環境に応じて在学年限の範囲内（博士前期
課程4年、博士後期課程6年）で、指導教員と相談のうえ、1年単位で長
期履修期間を定めることができる制度です。
在籍期間が長期化しても授業料の総額はそれぞれ必要とされる在籍
期間（博士前期課程2年、博士後期課程3年）の授業料となり、履修期間
に応じて授業料を分割払いするメリットがあります。

研究成果発表のための国際会議や国際学会への参加は
大学院生ならではの経験です。多くの院生が毎年、アジアや
ヨーロッパ、アメリカ等の国々で最先端の研究発表を行って
います。また、大学より旅費の一部が補助されます。

■各種奨学金制度

■入学金免除制度

■海外研修

■TA制度

■早期卒業制度

■社会人特別選考

■長期履修制度
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